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支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価）

令和 6年 3月 25 日

■事業概要（選考委員会の助言を含む）

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について）

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。

■事業評価（該当欄に○）

■今後の取組予定

事業実施地区 長野市川中島町本町区

事業名 本町区自治活動デジタル化促進事業

団体名及び

代表者名

（団体名）本町区

（代表者名）区長 片桐 治

（連絡先）026-283-6318

行政が推進するデジタル社会における具体的な取組として、本地区の自

治会活動においても、デジタル機器等を導入することで、業務の効率化や

負担を軽減するとともに、地域への積極的な情報発信などにより、地域活

動の見える化を図る。

【事業完了日】

令和 6年 3 月 24 日

【 総 事 業 費 】

161,480 円

【 補 助 金 額 】

137,000 円

■区の会議（役員会）において、スマートフォン（LINE）を使用し、会議開催通知を始め

メンバー内の迅速な情報共有を行なった。

■区の会議（役員会）の際、大型プロジェクターを使用し、内容を分かりやすく伝えた。

→上記役員会（12人）は６回/年 開催

■出席者が多い（50 人）隣組長会議においても、大型プロジェクターを活用した。

予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る

事業の内容 ○

事業の効果 ○

特記事項

（評価理由等）

スマートフォン（LINE）使用では連絡のみでなく、会議資料・議事録を電子

媒体で格納し会議メンバー内での閲覧を可能とした。

区の会議（役員会）に加え、次年度以降は、公民館・子ども会育成会の会議においても、デジタ

ル化を拡大していく。


